
都
々
逸
の
元
祖

六
代
目
三
遊
亭
圓
生
は
本
題
の

前
に
ち
ょ
っ
と
話
す
、
噺
の
ま
く

ら
の
名
人
だ
っ
た
。
そ
の
ま
く
ら

の
一
つ
に
、
都
々
一
坊
扇
歌
の
話

が
あ
っ
た
。
概
略
は
こ
う
だ
。

常
陸
太
田
の
医
者
の
息
子
と
し

て
生
ま
れ
、
十
二
歳
の
時
に
酒
屋

の
養
子
に
迎
え
ら
れ
た
が
、
当
人

は
三
味
線
が
弾
け
て
声
が
い
い
と

こ
ろ
か
ら
、
江
戸
へ
出
る
こ
と
を

決
意
。
と
こ
ろ
が
、
す
ぐ
に
金
が

底
を
つ
き
、
三
味
線
の
流
し
を
始

め
た
。
そ
れ
を
た
ま
た
ま
通
り
が

か
っ
て
聴
い
て
い
た
音
曲
噺
の
元

祖
・
船
遊
亭
扇
橋
か
ら
気
に
入
ら

れ
、
弟
子
と
な
っ
て
都
々
一
坊
扇

歌
の
名
を
も
ら
っ
た
…
…
。

扇
歌
は
、
愛
知
県
の
名
古
屋
で

発
生
し
た「
七
七
七
五
」の
定
型
詩

に
、
上
方
で
流
行
し
て
い
た
よ
し

こ
の
節
の
節
を
つ
け
て
歌
う
の
を

得
意
と
し
て
い
た
ら
し
い
。
ふ
る

い
つ
き
た
く
な
る
よ
う
な
い
い
声

と
節
回
し
で
、
扇
歌
は
た
ち
ま
ち

人
気
者
と
な
り
、
音
曲
も
都
々
逸

の
名
で
全
国
に
広
ま
っ
た
。
そ
ん

な
こ
と
も
あ
り
、
常
陸
太
田
で
は

毎
年
十
一
月
、
都
々
逸
の
元
祖
・

扇
歌
の
功
績
を
称
え
て
、
都
々
逸

全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

雪
村
ゆ
か
り
の
伝
統
工
芸

常
陸
太
田
の
文
化
面
を
語
る
上

で
、
も
う
一
人
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
人
物
が
い
る
。
雪
村
周
継
（
せ

っ
そ
ん
し
ゅ
う
け
い
）、
室
町
時

代
末
期
の
禅
僧
で
あ
る
。
が
、
禅

僧
と
言
う
よ
り
、
画
僧
と
言
っ
た

方
が
い
い
だ
ろ
う
。

雪
村
は
現
在
の
大
宮
町
で
生
ま

れ
、
常
陸
太
田
の
正
宗
寺
で
剃
髪

し
た
。
絵
が
好
き
で
、
敬
愛
す
る

雪
舟
や
中
国
画
の
画
法
に
学
び
、

時
に
は
大
胆
な
省
略
や
、
奇
異
に

も
思
え
る
構
成
を
用
い
て
、
独
特

の
画
風
を
確
立
し
た
。

そ
の
雪
村
が
創
始
者
と
言
わ
れ

る
の
が
、
常
陸
太
田
に
伝
わ
る
伝

統
工
芸
「
雪
村
団
扇
」
で
あ
る
。

雪
村
団
扇
は
真
竹
で
作
っ
た
骨
に

西
ノ
内
和
紙
を
貼
り
、
馬
や
、
か

か
し
、
茄
子
、
水
戸
八
景
な
ど
雪

村
ゆ
か
り
の
花
鳥
山
水
の
水
墨
画

を
施
す
。
団
扇
の
形
は
四
角
で
、

そ
の
図
柄
、
形
は
今
に
そ
の
ま
ま

引
き
継
が
れ
て
い
る
。

大
正
時
代
は
四
、
五
軒
の
製
作

者
が
い
た
が
、
今
で
は
八
十
二
歳

に
な
る
圷
總
子
さ
ん
た
だ
一
人
。

小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
父
の
手
伝
い

を
し
て
い
た
そ
う
で
、
こ
の
道
七

十
年
に
な
る
。
ご
主
人
が
存
命
中

は
、
二
人
で
年
に
二
千
本
ほ
ど
作

っ
て
い
た
。
が
、
今
は
も
う
千
本

が
や
っ
と
だ
と
い
う
。

取
材
中
、
何
人
も
の
人
が
口
に

し
た
の
が
、「
鰻
屋
が
喜
ぶ
団
扇
」

と
い
う
こ
と
だ
。
一
本
一
本
、
丹

念
に
作
り
上
げ
て
い
る
だ
け
あ
っ

て
、
と
て
も
丈
夫
な
の
だ
。
そ
の

上
、西
ノ
内
和
紙
が
ま
た
強
靱
で
、

水
に
つ
け
て
も
破
れ
に
く
い
と
い

う
代
物
。
江
戸
時
代
に
は
商
家
が

大
福
帳
と
し
て
用
い
、
火
事
の
際

に
は
井
戸
へ
投
げ
入
れ
て
焼
失
を

防
い
だ
と
言
わ
れ
る
。

ふるさと探訪
茨
城
県

常
陸
太
田
　
■
取
材
／
編
集
部

美
し
い
自
然
と
豊
か
な
文
化
に
彩
ら
れ
、

水
戸
黄
門
が
愛
し
た
常
陸
の
歴
史
町

茨
城
県

常
陸
太
田
　
■
取
材
／
編
集
部

美
し
い
自
然
と
豊
か
な
文
化
に
彩
ら
れ
、

水
戸
黄
門
が
愛
し
た
常
陸
の
歴
史
町

●q
刃
入
れ
の
後
、
骨
し
ぼ
り
と
い
う
技

法
で
竹
を
割
い
て
い
く
圷
さ
ん
（
茨
城

県
郷
土
工
芸
技
術
伝
承
者
）

●w
骨
は
、
い
草
で
編
ん
で
い
く

●e
横
山
大
観
揮
毫
に
よ
る
雪
村
の
碑

●w

●q

●e
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わ
ら
、
山
野
を
散
策
し
た
り
、
薬

草
園
を
作
っ
た
り
し
て
、
余
生
を

過
ご
し
た
よ
う
だ
。
ま
た
、
光
圀

は
中
国
の
詩
人
陶
淵
明
の
『
桃
花

源
記
』
に
感
銘
を
受
け
、
西
山
荘

を
建
て
る
時
、
こ
こ
を
桃
源
郷
に

し
よ
う
と
、
桃
の
木
を
植
え
た
。

が
、
桃
の
木
の
寿
命
は
二
十
年

だ
そ
う
で
、
今
や
桃
源
郷
の
面
影

は
な
い
。
十
数
年
前
、
そ
れ
に
気

付
い
て
「
黄
門
さ
ま
の
桃
源
郷
づ

く
り
」
運
動
を
始
め
た
の
が
常
陸

太
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

（
56
人
）だ
。

同
ク
ラ
ブ
は
一
九
六
六
年
、
水

戸
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　

の
ス
ポ
ン
サ
ー

で
結
成
さ
れ
、
六
八
年
に
常
陸
大

宮
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　

を
エ
ク
ス
テ
ン

シ
ョ
ン
、
八
〇
年
に
は
常
陸
太
田

ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
　

の
ス
ポ
ン
サ
ー
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
七
五
年
か

ら
は
佐
竹
氏
の
縁
で
、
秋
田
ラ
イ

オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　

と
姉
妹
提
携
を
結
び
、

相
互
交
流
を
実
施
し
て
い
る
。

常
陸
太
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　

の
委

員
会
の
一
つ
に
「
ふ
る
さ
と
活
性

特
別
委
員
会
」
が
あ
る
。
九
一
年

秋
、
梱
包
芸
術
の
エ
バ
シ
ェ
フ
・

ク
リ
ス
ト
さ
ん
が
、
常
陸
太
田
市

か
ら
里
美
村
に
か
け
無
数
の
傘
を

立
て
た
。
こ
れ
が
き
っ
か
け
で
、

ふ
る
さ
と
の
美
し
さ
を
再
認
識
し

た
会
員
た
ち
。
こ
の
年
か
ら
い
く

つ
か
の
活
動
を
経
て
、
九
四
年
に

委
員
会
を
立
ち
上
げ
て
い
る
。

主
な
活
動
と
し
て
は
、
平
成
の

桃
植
え
事
業
、
市
の
花
で
あ
る
山

吹
の
植
樹
事
業
、
県
北
地
域
探
訪

の
小
さ
な
旅
な
ど
が
あ
る
。
更
に

二
〇
〇
一
年
に
は
結
成
三
十
五
周

年
記
念
事
業
の
一
つ
と
し
て
『
黄

門
さ
ま
四
季
の
宴
―
お
西
山
食
歳

記
』
を
出
版
し
て
い
る
。（
鈴
）

■
常
陸
太
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　

か
ら
読
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
（
64
ペ
ー
ジ
　

）。

名
君
に
恵
ま
れ
た
土
地
柄

雪
村
は
、
常
陸
太
田
を
本
拠
と

し
た
佐
竹
一
族
に
生
ま
れ
た
。
佐

竹
氏
は
、
平
安
時
代
末
期
か
ら
約

四
百
年
に
わ
た
っ
て
勢
力
を
ふ
る

い
、
豊
臣
秀
吉
か
ら
五
十
四
万
石

の
領
地
を
与
え
ら
れ
て
い
た
。が
、

関
ケ
原
の
合
戦
後
、
徳
川
家
康
が

勝
利
を
収
め
る
と
、
戦
に
加
わ
ら

な
か
っ
た
佐
竹
氏
は
、
秋
田
へ
の

移
封
を
命
じ
ら
れ
た
。

そ
の
跡
を
治
め
た
の
は
水
戸
徳

川
家
で
あ
っ
た
が
、
よ
そ
者
だ
っ

た
上
、
税
が
上
が
っ
た
た
め
領
民

の
評
判
は
良
く
な
か
っ
た
。
と
こ

ろ
が
何
を
思
っ
た
か
、
水
戸
黄
門

と
し
て
知
ら
れ
る
第
二
代
藩
主
光

圀
は
、
隠
居
後
わ
ざ
わ
ざ
、
佐
竹

氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
常
陸
太
田

に
西
山
荘
を
建
て
住
み
着
い
て
い

る
。
佐
竹
氏
を
慕
う
領
民
を
懐
柔

す
る
た
め
と
い
う
説
が
あ
る
が
、

真
偽
の
ほ
ど
は
分
か
ら
な
い
。

西
山
荘
は
茅
葺
き
平
屋
建
て
の

質
素
な
造
り
と
な
っ
て
い
る
。
御

座
の
間
と
次
の
間
の
境
に
は
敷
居

が
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
は
百
姓
町

人
と
も
親
し
く
膝
を
交
え
て
話
が

出
来
る
よ
う
に
と
い
う
光
圀
の
配

慮
だ
っ
た
ら
し
い
。
懐
柔
策
は
と

も
か
く
、
そ
ん
な
庶
民
的
な
人
柄

か
ら
、
領
民
は
光
圀
を
「
水
戸
の

ご
老
公
」と
呼
び
慕
っ
た
よ
う
だ
。

黄
門
さ
ま
の
桃
源
郷
づ
く
り

さ
て
、
西
山
荘
で
の
黄
門
さ
ん

は
『
大
日
本
史
』
編
さ
ん
の
か
た

●q
元
来
は
日
本
酒
の
蔵
元
だ
っ
た
が
、
一
九
七
七

年
か
ら
は
ワ
イ
ン
造
り
に
も
取
り
組
む
檜
山
酒
造

（
ラ
イ

オ
ン

檜
山
幸
平
／
TEL
〇
二
九
四
‐
七
八
‐
〇
六
一
一

／
WEBw

w
w
.hiyam

a.co.jp

）。
原
料
に
こ
だ
わ
り
、

ぶ
ど
う
は
自
家
農
園
で
栽
培
し
て
い
る

●w
創
業
二
百
年
と
い
う
老
舗
立
川
醤
油
店
（
ラ
イ

オ
ン

立
川

久
泰
／
TEL
〇
二
九
四
‐
七
二
‐
〇
一
〇
八
／
WEB

w
w
w
5f.biglobe.ne.jp/̃m

angoku

）。
こ
ち
ら
も

昔
は
日
本
酒
の
蔵
元
だ
っ
た

●e
●r
常
陸
太
田
は
坂
の
多
い
街
で
、
景
観
に
趣
を
与

え
て
い
る
。
●r
の
十
王
坂
は
女
子
高
生
の
通
学
路
に

な
っ
て
お
り
、
だ
い
こ
ん
坂
の
愛
称
で
呼
ば
れ
る
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佐竹寺

西山荘

久昌寺寺
雪村のの碑
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号
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国国
道

線線

6　インターターター

349

2 9 3

茨城県

太田市常陸太太

38

●q

●q
佐
竹
寺
。
本
堂
は
茅
葺
き
寄
せ
棟
造
り
で
国
指
定
重
要
文
化
財

●w
徳
川
光
圀
が
生
母
の
冥
福
を
祈
る
た
め
建
立
し
た
久
昌
寺

●e
光
圀
の
大
グ
ル
メ
ぶ
り
を
取
り
上
げ
た
『
黄
門
さ
ま
四
季
の
宴
』（
発
行
／

常
陸
太
田
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
　

）。
同
ク
ラ
ブ
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
一
部
が
紹
介

さ
れ
て
い
る（http://park3.w

akw
ak.com

/̃lions/nisiyam
a.htm

）

●r
全
長
約
二
キ

ロ

の
山
寺
水
道
。
光
圀
が
造
営
し
た
も
の
だ

●t
佐
竹
氏
の
菩
提
寺
・
正
宗
寺
に
は
助
さ
ん
こ
と
佐
々
宗
淳
の
墓
も
あ
る

●r
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●w

●q

●t

●r

●w

●e

常
陸
秋
そ
ば
の
里

常
陸
太
田
市
は
今
年
十
二
月
、
金
砂

郷
町
、
水
府
村
、
里
美
村
と
合
併
す
る
。

そ
の
一
つ
金
砂
郷
町
は
「
常
陸
秋
そ
ば
」

の
名
で
知
ら
れ
る
そ
ば
の
産
地
。
約
三

百
戸
の
農
家
が
、
手
塩
に
掛
け
て
秋
そ

ば
を
栽
培
し
て
い
る
。
毎
年
十
一
月
に

は
常
陸
秋
そ
ば
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開

か
れ
、「
常
陸
秋
そ
ば
蕎
麦
打
ち
日
本
一

名
人
戦
」
や
、「
全
国
子
供
そ
ば
打
ち
グ

ラ
ン
プ
リ
大

会
」
が
行
わ

れ
る
。
新
そ

ば
食
べ
歩
き

コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
各
地

の
う
ま
い
そ

ば
を
思
う
存

分
食
べ
比
べ

る
こ
と
が
出

来
る
。

イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
／
小
川
和
政

●e


